
 

小林 竜樹(１年) 
無尽蔵のスタミナと切れ味鋭いドリ

ブルが武器の期待の新生。また得点感

覚にも優れていて、練習試合でもゴー

ルを量産している。中田の抜けた穴を

埋める期待がかかる。 

筑城 和人(２年) 
激しいプレスと積極果敢なオーバーラップが売

りのＳＢ。秋田監督も認める去年の影のＭＶＰ。

最後まで諦めないディフェンスは相手にとって

実に厄介だろう 

大澤 陽介(４年) 
去年は出番の少なかった大澤だが今年は練習試

合で、ボランチとして先発出場することが多く

みられた。ボランチで開幕スタメンを狙う 

２２年年目目ののＤＤＦＦラライインン  
リリーーググ２２位位のの 1166 失失点点でで終終ええたた昨昨年年ののＤＤＦＦ陣陣

ににはは抜抜けけたた穴穴ももななくく、、不不安安要要素素がが少少なないい。。ＣＣＢＢ

でで鈴鈴木木祐祐ととココンンビビをを組組むむののはは廣廣井井ででああろろうう。。昨昨

年年持持ちち前前のの高高いい身身体体能能力力をを活活かかしし、、相相手手ＦＦＷＷとと

堂堂々々張張りり合合うう姿姿はは、、１１年年生生ににはは思思ええななかかっったた。。

  

両両ササイイドドババッッククはは、、桑桑原原、、筑筑城城にに今今年年もも任任せせるる

ここととににななるるだだろろうう。。小小林林亮亮ははそそのの器器用用ささをを活活かか

しし、、ＭＭＦＦととししててのの活活躍躍がが期期待待さされれるる。。ババッッククアア

ッッププメメンンババーーににもも桐桐原原、、松松村村、、新新加加入入のの菊菊地地、、

塚塚本本ななどど多多彩彩なな顔顔ぶぶれれがが揃揃っってておおりり、、ちちょょっっとと

ししたたここととでではは崩崩れれなないい強強固固ななデディィフフェェンンススララ

イインンがが出出来来たたとといいええるるででああろろうう。。  

中後 雅喜（４年） 

去年、ここぞという時にゴールを決めてくれ

る頼れる存在になった中後。１年時から駒大

の中盤を支えてきた男の最後は、３連覇とい

う花道で飾れるのか 
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中嶋 裕太(４年) 

昨年は途中出場が多かった

中嶋。その中でも非凡なパス

センスを披露し、常に自分の

プレーをアピールしてきた。

今年は激しい中盤の争いの

中で、トップ下のポジション

を確立したい。 

予予測測不不能能のの中中盤盤  
 中盤は、昨年のキャプテン中

田、背番号「１０」を背負った

橋本、駒大魂の継承者の田中が

抜けた穴をどう埋めるかが課

題となる。 
 右サイドの中田の穴を埋め

るに相応しいのは１年生の小

林竜樹だ。すでにレギュラーと

して多くの練習試合に出場し

ている小林の監督からの信頼

は厚い。 
 一方の左サイドは現時点で

は、どのポジションもそつなく

こなす小林亮が妥当と思われ

る。不動のボランチは中後。ト

ップ下には中嶋、１年生の八角

などがレギュラーを争う。 
 またフォーメーションを従

来のダイヤモンドの形ではな

く、ボックスの形を取り、底に

中後と大澤、あるいは中後と桑

原という布陣も考えられる。 
 

小林 亮(４年) 
ＦＷとＧＫ以外のポジションならどこ

でもこなせる究極のユーティリティー

プレーヤー。今年はその器用さを活か

し、ＭＦでのプレーが多くなりそうだ
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